
船舶事故調査報告書 

平成３０年１月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 沈没 

発生日時 不明（平成２９年９月１９日 １９時００分ごろ～２０日 ０６時０

０分ごろ）の間 

発生場所 不明（沖縄県座
ざ

間
ま

味
み

村ムカラク島東岸沖） 

事故の概要  プレジャーボート要
かなめ

丸は、錨泊中、沈没した。 

事故調査の経過 平成２９年９月２８日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 要丸、１.５トン 

ＯＮ３－３７５７８（漁船登録番号）、個人所有 

第２９６－８４７８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 アウトドライブが脱落、推進器翼に割損、主機等に濡損（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東～南東、風速 約０.４～２.２m/s、

視界 良好 

海象：波高 約１.０～１.５ｍ、潮汐 高潮時～上げ潮の末期、潮高 

２０日００時５３分 ６１cm（干潮）、０６時５４分 ２２３

cm（満潮） 

日没時刻：１９日１８時３１分ごろ 

日出時刻：２０日０６時１８分ごろ 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、ムカラク島東岸沖水深約１０ｍの

ところで船首を南東方に向け、船首の錨を投入し、補助として船尾の

錨を海底に降ろした。 

船長は、錨泊作業を終え、平成２９年９月１９日１９時００分ごろ

ムカラク島に泳いで上陸した際、錨泊中の本船に異状がないことを認

めた。 

船長は、２０日０６時００分ごろ起床し、ムカラク島東岸沖を見た

ところ、本船を視認できなかったので、泳いで錨泊場所に向かい、水

深約２～３ｍの岩場付近に沈んでいる本船を認めた。 

本船は、船首の錨索が破断し、船尾の錨が効いており、取付け部が

割れた状態のアウトドライブが付近の海底に脱落していた。 

船長は、僚船の船長に救助を要請し、来援した僚船に救助され、沖

縄県渡嘉敷
と か し き

村阿波連
あ は れ ん

漁港に運ばれた。 

本船は、船長が１６時ごろ手配した船舶でムカラク島東岸沖に戻っ

たところ、転覆した状態で付近の岩場に漂着しており、同岩場から引

き出されたときに船首部が分断されて流失し、被えい
．．

航中に船体が海



面下に没した後、阿波連漁港に帰港した際には船尾部のみとなってい

た。 

本船の残骸は、手配した業者によって回収された。 

本船のアウトドライブ下端から水面までは、１.０ｍ以下であっ

た。 

船長は、本船が岩場付近で沈没していたので、干潮時にアウトドラ

イブが海底の岩などに接触して外れ、機関室に浸水して沈没したので

はないかと本事故後に思った。 

分析 本船は、ムカラク島東岸沖において無人で錨泊中、船長が、１９日

１９時００分ごろ本船に異状がないことを認めた後、２０日０６時 

００分ごろ本船を視認できなかったことから、この間において沈没し

たものと考えられる。 

本船は、アウトドライブが脱落していたことから、潮が引いた際に

アウトドライブが海底の岩などに接触して外れ、機関室に浸水して沈

没した可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、ムカラク島東岸沖において無人で錨泊

中、沈没したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・錨泊する場合、潮汐等を考慮し、適切に錨地の選定を行うこと。 

 


